
様式第１号（第１０条関係） 

 

2023 年度業務実績報告書 

提出日 2024 年 1 月 17 日 

 

１．職名・氏名 准教授・山本 涼平     

 

２．学位 学位 博士（経営学）、専門分野 公益事業論、 

授与機関 神戸大学、授与年 2018 年 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

①担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

1. 公益事業論（2 単位）2 年次 

2. 外書講読 I（2 単位）2 年次 

②内容・ねらい 

1. 公益事業論では、経済学と経営学の基礎に基づき、公益事業を行なう事業者の活動と社会と

の関わり、政府による介入の根拠、規制政策、事業の今後の課題等について講義を行なった。

地域社会のなかでどのように公益事業を維持し、マネジメントしていくかについて考える講

義とした。 

2. 外書講読 I では、公益事業に関する洋書を受講者で輪読し、受講者が作成する資料を使った

発表を課した。これにより、英文資料を適切にまとめること、他者に効果的な説明をするこ

との演習とした。 

③講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

1. 公益事業論では、前半の授業回で企業一般の仕組みを解説したうえで公益事業について説明

をする流れとした。このことにより、製造業等の一般的な企業との比較を行なうことができ、

公益事業に携わる企業の特徴がより明確になったと考える。授業資料には「授業外学修」の

ページを付し、授業の復習と自主的な調査・分析、レポート課題等への練習ができるように

設計した。また、授業中に自分の考えを問う質問を受講者に投げかけ、公益事業が身近な問

題であることの理解を促すとともに、クラスでの議論を行なった。このことにより、地域社

会での公益事業の維持・発展・マネジメント・政策について自分なりの考えを持ち、説明で

きるようになることを促した。 

2. 外書講読 I では、受講者による発表を中心に置き、それに基づいて教員が解説を加える形で

進めた。このことにより、受講者の自主的な発表準備と情報収集を促した。また、当該クラ

スには経済学科の学生に加えて経営学科の学生も含まれるため、経済学のトピックだけでな

く、経営学で学ぶ領域のトピック（株式の仕組み、サプライチェーン等）についても関連づ

けて解説した。 

(2)その他の教育活動 

内容 

 



４．研究業績  

(1)研究業績の公表 

① 著書 

1. Yamamoto, R., “Brand Strategy in Airline Mergers: Simulation Examples with Delta and 

Northwest,” in Mizutani, F., Urakami, T., & Nakamura, E. (Eds.), Current Issues in 
Public Utilities and Public Policy: Empirical Studies Focusing on Japan, Kobe 

University Monograph Series in Social Science Research, Springer, Chapter 11 

(pp.203–230), January 25, 2023. 

 

【1本】 

②学術論文（査読あり） 

＊1. Yamamoto, R., & Takebayashi, M., “Alliance and Network in Maritime Shipping 

Industry,” Maritime Policy & Management, Early Online Publication, pp.1–20, June 

17, 2023. 

 

【1本】 

③その他論文（査読なし） 

 

【 本】 

④学会発表等 

＊1. 山本涼平, 「新幹線と在来線の競合と共存可能性に関する研究：数値分析例」, 日本交通

学会第 82 回研究報告会, 愛媛大学（愛媛）, 2023 年 10 月 8 日. 

 

【1件】 

⑤その他の公表実績 

 

【 本】 

 

 

(2)科研費等の競争的資金獲得実績 

【学外】 

1. ［研究代表者］「仮想実験による企業のブランドポートフォリオに関する研究（20K13617）」, 

日本学術振興会学術研究助成基金助成金, 若手研究（2020 年 4 月～2024 年 3 月）※最終年

度 

 

【学内】 

1. ［研究代表者］「企業結合を考慮した社会的に望ましい輸送ネットワークに関する準備的研

究」, 福井県立大学個人研究推進支援（ステップアップ研究支援）, 2023 年 7 月～2024 年 3

月 

 

(3)特許等取得 

 

(4)学会活動等 

1. 26th Air Transport Research Society World Conference (2023 年 7 月 1 日～4 日, 神戸国際

会議場) サポートスタッフ 

 

 



５．地域・社会貢献活動 

1. 北陸地域政策研究フォーラム（2024 年 2 月 18 日開催予定）の開催において、自由論題セ

ッションで司会を担当。 

 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 

1. オープンキャンパス委員（2023 年 4 月～現在に至る） 

2. 文系新学部準備委員（2023 年 4 月～現在に至る） 

(3)学内行事への参加 

1. オープンキャンパス（2023 年 8 月 6 日） 

2. オープンキャンパス（2023 年 8 月 27 日・オンライン） 

3. オープンキャンパス（2023 年 10 月 13 日・機材設置準備） 

4. 入試説明会（2023 年 7 月 21 日・福井県立大野高等学校） 

5. 経済学部研究会発表（2023 年 6 月 28 日）「輸送産業におけるシミュレーション研究」  

(4)その他、自発的活動など 

 

 

 

 


